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ハンドクリームのような乳液は、クリーム内の粒⼦径により「⼿触り」「伸展性」が変化すると⾔われています。
⼀⽅で、ハンドクリームのような乳液は、粒⼦濃度が変わることで粒⼦径分布が変化する可能性が⾼いことも知られてい
ます。そのため、ハンドクリーム内の粒⼦径分布を求めるには希釈しないで測定することが求められますが、従来のレー
ザ回折式粒⼦径分布測定装置では装置側の制限によって100ppm以上の⾼濃度サンプルを測定する事ができなかったため、
希釈せざるを得ませんでした。つまり、粒⼦濃度数%(数万ppm)のハンドクリームでは、希釈によって変化した粒⼦径分
布を測定していた事になります。
SALD-2300⾼濃度測定システムは、 最⼤20万ppm(20％)の粒⼦濃度に対応しており、希釈せずに⾼濃度サンプル測定が
可能で、希釈による影響を受けることなくハンドクリーム本来の粒⼦径分布測定が可能です。

ハンドクリームを希釈せず原液のままで測定

原液のままと希釈して測定した場合の粒⼦径分布の⽐較

図に⽰した測定結果は、ハンドクリームを原液のまま
（⾼濃度）で測定した場合と希釈して測定した場合を
⽐較したものです。⾼濃度測定システムでは、サンプ
ルを2枚のスライドグラスに挟み込むことによって光
路⻑を極限まで短くし、多重散乱の悪影響を排除して
います。
図より希釈によって分布幅が狭くなり、分散状態に影
響が出ていることがわかります。
この例では希釈の影響は分布幅の変化として現れてい
ますが、粒⼦径分布全体が⼩さい⽅にシフトしたり⼤
きい⽅にシフトする場合もあります。
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測定範囲
多機能サンプラ 17nm〜2500μｍ
回分セル 17nm〜数100μｍ
⾼濃度サンプル測定システム 30nm〜280μｍ
サイクロン噴射型乾式測定ユニット 0.3μｍ〜2500μｍ

湿式測定システム
・液中分散測定の標準機。
・直径2.5mmまでの粒⼦の安定した
分散を実現する循環式サンプラ

・超⾳波分散器も標準装備

⼩容量測定システム
・12mLの⼩液量で測定が可能
・有機溶媒や酸の使⽤も可能
・PC制御沈降防⽌かくはん機構搭載

⾼濃度測定システム
・⼆枚のｶﾞﾗｽ板に試料を挟み、最⼤20wt%
程度の⾼濃度ｻﾝﾌﾟﾙを希釈なしで測定可能

極微⼩量測定システム
・くぼみ付きｶﾞﾗｽ板の使⽤で15 μL〜150 μL
の極微⼩量ｻﾝﾌﾟﾙの測定が可能

乾式測定システム
・粉末のまま測定する場合の標準機
・吸引と噴射の2段階で強⼒な分散を実現
・ｻﾝﾌﾟﾙを容器に⼊れるだけの簡単操作
・ﾎｯﾊﾟにｻﾝﾌﾟﾙを投⼊するだけのﾜﾝｼｮｯﾄや
ﾋﾞｰｶｰから直接吸引するﾊﾝﾄﾞｼｮｯﾄも付属

多機能サンプラ
SALD-MS23

サイクロン噴射型乾式測定ユニット
SALD-DS5

⾼濃度サンプル測定ユニット
SALD-HC23

回分セル
SALD-BC23 

SALD-2300の特長

１ 測定粒子径範囲 17nm～2500m
２ 0.1ppmから200,000ppm（20%）までの幅広い粒

子濃度への対応
３ 最短1秒間隔での連続測定機能

最⼤2000,000ppm(20%)までの⾼濃度サンプルを希釈することなくサンプル固有の粒⼦濃度の
ままで測定することができます。

SALD-2300 ⾼濃度測定システム (SALD-2300+SALD-ＨC23)

SALD-2300 ⾼濃度測定システムの特⻑
• レーザ回折・散乱法で最⼤2000,000ppm(20%)までの⾼濃度サンプルの粒⼦径分布が測定できます。
• 測定対象となる⾼濃度の粒⼦群を2枚のスライドグラスに挟み込むだけで測定ができます。
• 希釈することで粒⼦径分布が変化してしまうようなサンプルでも、原液のまま、あるいは必要最低限の希釈で測定が可能なため、
より正確な測定が期待できます。

• 市販のハンドクリームや乳液、リンスなどは、ほとんどそのままの状態で測定できます。




